「在宅介護業」職業能力評価基準の活用方法

評価基準を活用する目的はさまざまありますが、在宅介護業においては、まず「人材育成」という視点で導入・活用することが想定されます。具体的には、一人ひとりのケアスタッフのスキルアップを目的に、本人が自己チェックを行うとともに、上司もチェックを行い、お互いにすり合わせを行うことにより、次のレベルアップにつなげていくという考え方です。

本人にとってもレベルアップに向けての励みになるとともに、上司にとっても基準書が指導・育成の指針になるものです。また、定期的にその結果をもとにお互いに話し合うことによって、上司と部下のコミュニケーションの円滑化や信頼関係の構築にも役立つという効果が期待できます。

以下は、今回の職業能力評価基準を人材育成に活用する場合の、「介護スキルチェックシート」の一例です。
介護スキルチェックシート


サービス種別：訪問入浴　　レベル１　
	チェック項目
	自己
	上司

	１．初回サービスのための準備
	
	

	(1) 利用者の基本情報の把握
	
	

	①新規利用者について、ミーティング、回覧、朝の申し送り等により、事前に利用者の身体状況や生活状況等を確認している。また、適切な入浴サービスのために、住居の状況、部屋の配置、水道やボイラーの場所、駐車スペース等についても、合わせて確認している。
	
	

	②サービスを実施する上で、不明な点や疑問点をその場で確認し、あいまいな点を残さないようにしている。
	
	

	③重要なポイントはメモをし、業務を確実に遂行できるよう留意している。
	
	

	２．車両管理・車両運行
	
	

	(1) 車両管理
	
	

	①車両のメンテナンス、およびボイラーチェック、ガソリン・灯油の管理、水のタンクの管理等を定期的に確実に行っている。
	
	

	②必要に応じて警察への届け出および駐車許可証を取得・更新している。
	
	

	③車検証の確認を確実に行っている。
	
	

	(2) 車両運行
	
	

	①道路交通法に基づき、車両を安全に運転している。
	
	

	②道路交通法に基づき、車両を決められた駐車スペースに駐車している。
	
	

	③駐車の際は、カラーコーンを忘れずに設置している。
	
	

	３．スケジュール管理
	
	

	(1) スケジュール作成
	
	

	①ケアプラン、および利用者の希望する時間帯、安全に入浴できる時間帯、効率よく訪問できるコース等を勘案して、利用者訪問日時のスケジュールを適切に作成している。
	
	

	②スタッフの出勤状況、利用者との相性、チームバランス等を考慮し、スタッフ配置を適切に決定している。
	
	

	(2) スケジュールの変更・調整 
	
	

	①新規依頼、キャンセル・中止、希望日時の変更等を確実に把握し、スケジュールの変更・調整を適切に行っている。
	
	

	②日時の変更等があった場合、利用者と適切な連絡・調整を行っている。
	
	

	(3) サービス実績の確認
	
	

	①サービスの実施記録に基づいて、サービス計画（スケジュール）と実績（実施の有無等）の最終的な確認を正確に行い、スケジュールにムリはなかったか、利用者のニーズに合っていたか等の把握を行っている。
	
	


	チェック項目
	自己
	上司

	４．訪問入浴サービスの実施
	
	

	(1) 入浴サービス実施のための事前準備
	
	

	①訪問する利用者宅の所在地とルートを確実に確認している。
	
	

	②サービスに必要な物品（浴槽、ホース、タンク、ネット、リネン、耳栓、入浴剤等）に不備がないかを確実に確認している。
	
	

	③看護師から、利用者の身体状況等について確実に引き継ぎを受け理解している。
	
	

	④車両運行のための準備（タイヤの確認、エンジンの確認等）を確実に行っている。
	
	

	⑤利用者宅に到着後、チームで協力して、入浴のためのセッティング、物品の準備等を確実に行っている。
	
	

	(2) 入浴サービスの実施
	
	

	①基本的な介護技術・知識を有し、看護師の指示を聞きながら、決められた内容の入浴サービスを、決められた手順で確実に実施している（更衣介助、移動介助、洗体、整容等）。
	
	

	②快適な入浴のために、入浴中の湯温や湯量の管理を適切に行うとともに、利用者の体感温度等に常に配慮している。
	
	

	③入浴中、浴槽やホースからの水漏れ、その他、トラブルのないよう気を配っている。
	
	

	④常に利用者の安全や身体状況の変化等に気を配り、異変があれば見落とさない。
	
	

	⑤利用者や利用者家族に対し、伝えるべきことを正確に伝えるとともに、相手の話は冷静に最後まで聞くなど、基本的なコミュニケーションを適切に行っている。
	
	

	⑥あいさつ、身だしなみなど、社会人としてのマナーを守っている。
	
	

	(3) サービス実施後の後片づけ、および情報の共有化
	
	

	①入浴サービス終了後は、浴槽の洗浄・消毒を確実に行っている。
	
	

	②入浴サービス終了後は、チームで協力して、撤収作業、後片づけを行っている。
	
	

	③拠点に帰着後は、浴槽の洗浄・消毒を行うとともに、物品のメンテナンスや補充、翌日の準備などを適確に行っている。
	
	

	④サービスの実施内容等について、チーム内で振り返りを行っている。
	
	

	⑤入浴サービスの有無、走行距離、運行時間等について、日報を作成している。
	
	

	５．サービスの検証
	
	

	(1) サービスの振り返り、自己評価
	
	

	①サービス計画に対する実施結果について、日々チーム内で振り返り、問題点や改善点を把握し、適確に上司に報告している。
	
	

	②自分自身の業務で、うまくいったこと、いかなかったことの背景や原因を分析し、次の業務に生かしている。
	
	

	③ミーティングやカンファレンス、上司への報告・連絡・相談等の機会を利用して、提供した入浴サービスの内容や、ケアのやり方について検証し、自身の業務や介護サービスの質を高めようと努めている。
	
	

	６．利用者への情報提供
	
	

	(1) 利用者に対する情報提供
	
	

	①利用者や家族に対し、自社のサービスに関するパンフレット等により必要な情報提供を確実に行っている。
	
	

	②利用者や家族に対して、地域社会資源の状況（フォーマルサービス、インフォーマルサービス等）についての、必要な情報提供を行っている。
	
	

	(2) 介護に関する利用者からの相談に対する対応
	
	

	①日頃から、利用者や家族との相談窓口として、気軽に相談しやすい雰囲気を作り、親身になって対応している。
	
	

	②答えられないことや、わからないことには、その旨を相談者に伝え、正確な情報を確認後伝えている。
	
	

	③利用者からの相談内容は、事業所に正確に報告をし、橋渡しを適確にしている。
	
	


○…できている


△…あともう少し


×…できていない








